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要約：本報では，モンゴルにおける小麦作の発展プロセスを整理するとともに，現在の小麦作経営の技術・
経営の特徴と課題を経営規模別に明らかにして，現行技術の改善と輪作作物の導入による経営発展の可能性
を線形計画法を用いて評価した。現状の 100 ha 以下の小規模経営の収益率を見ると，50 ha 以下では 17％，



















　耕種農業の本格的な推進政策として 1959 年から 1965 年
にかけて“第 1次アタル政策”が実施された。同政策では
1959 年から 1961 年にかけて 30 万 ha の農地の開墾を目標
とし，ソ連から多くの農業機械が導入され，1965 年までに
約 47 万 ha が開墾された。また，小麦の単収も 700 kg/ha
（1957 年）から 1960 年には 1,040 kg/ha に増加し，ほぼ小
麦の 100％自給を達成した。
　しかし，気象条件の厳しいモンゴルでは，技術水準の低
さ，農地荒廃が原因となり，1967 年に小麦の単収は 1 t/
ha を大きく下回り，小麦自給率は 80％前後で停滞した。








































































見ると，世界全体の平均収量は ha 当たり 2.4 トン，北米
では 4.3 トン，欧州は 5.8 トン，アジアは 2.3 トンである。





































～180 kg，かん水の場合は 220～ 240 kg が指導された。















節約を試みている。具体的には，ha 当りの播種量を 180 kg
から 160 kg に縮小，化学肥料によるN，P，Kの供給量を































は 34 ha～716 ha と大きく分散している。モンゴル国食農
経工省の小麦作経営の規模に関する定義では，耕地，休閑





小規模を 50 ha 以下と 50～99 ha, 中規模を 100～299 ha と



















調査対象の小・中・大（1,000 ha 以下）規模経営では 7～









その 6 割は既に 15 年以上使用している。一方で，500～
999 ha の大規模経営では使用年数 15 年以上の機械割合は









































計は小規模経営では 31.1 時間，中規模は 39.8 時間 , 大規
模では 34.8 時間と比較的多い。
　日本における 2010 年の小麦生産費調査に示された畑作
小麦の 10 ha 以上の経営規模の投入労働時間は 29.8 時間/
ha, 平均収量 3,740 kg/ha, ウクライナの小麦生産投入労働
時間は 38.2 時間/ha, 平均収量 3,830 kg/ha, ロシアの小麦
生産投入労働時間は 26.5 時間/ha, 平均収量 3,188 kg/ha, 
カナダの小麦生産投入労働時間は 21 時間/ha, 平均収量
































3,000 ha 以上の小麦農場で実施されていた5）。1,000 ha 以下
の調査対象経営では，農地が少ないことと，休閑コストが
高いために採用されず，1,000 ha 以上の大規模経営で 1戸
のみが採用している。
　小麦を 1年間作付けして 1年間休閑する輪作体系 d）は，
c）より休閑期間を短縮した体系である。しかし，利用可
能な農地面積が輪作体系 c）と同様に減少するため，小規
模経営では採用されず，中規模経営と 500～999 ha の大規
模経営の 1割が採用するのみである。一方で，1,000 ha 以
上の大規模経営では 5割で採用されている。無灌漑と灌漑




め，全体の採用割合は 9％と低い。なお，500～999 ha の
大規模経営では 3割が採用している。
　⑷　コストと収益性
　表 5に示した 1 ha 当たりの小麦収量の経営規模間格差
を見ると，生産地域が同一であるとともに，採用している
品種，栽培方法も同一であるが，ha 当たりの収量は 1.1 t
から 1.4 t の間で分散している。なお，販売単価は規模間で
差が無く，ほぼ t当たりの小麦販売金額は 38 万Mnt（Mnt














　ha 当たりの収益を見ると，500～999 ha の大規模経営が
最も多く 20 万Mnt/ha, 次に 1,000 ha 以上の大規模経営が
約 19 万 Mnt/ha, 300～499 ha の中規模経営が 14 万 Mnt/
ha と続く。一方で，小規模経営は 50～99 ha 規模が約 11 万



























　小規模経営として 50 ha と 100 ha 規模の小麦作経営を，










で 1千万Mnt を年間利子率 5％と最長 5 年の返済条件で
借入れして経営改善を実践すると仮定した。また，かん水
技術の導入と休閑中の除草を徹底することによって，ha



























現行技術の下では小麦を 34.1 ha 作付けし，休閑を 10.2 ha
行い 3 百万Mnt 前後の収益を確保する計画が有利となる
ことがわかる。一方，新たにかん水設備を整備して小麦生
産の安定化を図るとともに，休閑地の除草を徹底すること
表 5　耕種経営規模別のコストと収益（1 ha 当たり，千Mnt）
202 ビャンバスレン・門間







輪作体系を導入することによって，小麦作 13.5 ha, ジャガ











働が不足することにより，現行技術では小麦作 65.6 ha, 休
閑 26.3 ha, 合計 91.9 ha で 713 万 Mnt の収益の実現が可能
となる。この経営に対しても 50 ha の小規模経営と同様に
かん水技術の改善と休閑中の除草管理を徹底する事によっ
て経営耕地の利用率が高まり収益は 78％増加する。さら
表 6　小麦作経営改善効果評価のための線形計画モデルの単体表（50 ha を上限とする小規模経営）
表 7　線形計画法による経営改善の可能性評価結果
203モンゴルにおける小麦作経営の特徴と発展可能性の評価
に輪作体系を導入する事によって小麦作 27 ha, ジャガイ
モ 27 ha, トウモロコシ 21.6 ha, 休閑 24.3 ha の作付体系で，






























































1）　Beatrix BULSTRODE (1920) ; A tour in Mongolia pp. 131-135
2）　BOLDBAATAR. J (1986) : Values of Mongolian Wheat and Flour 
Characteristics Agrotechnology. Vol. 10, pp. 29-36
3）　BYAMBAJAV. N (2008) : Togvortoi urgats avah tehnologiin 
undes, pp. 82-88
4）　FOX, R. H, W. P. PIEKIELEK (1993) : Management and Nitrogen 
use eﬃ  ciency in No-till Wheat, pp. 195-200.
5）　GUNGAADORJ. J (2008) : Mongol Ulsiin Gazar Tarialangiin tuuhen 
Hugjil, pp. 4-11
6）　Lyubov A. KURKALOVA, Helen H. JENSEN (1996) : Agriculture 
Production in Post Soviet Countries and process of Eco- 
nomic Reform, pp. 6-18.
7）　National statistics oﬃ  ce of Mongolia (NSOM) (2008) : Mongol 
ulsiin huduu aj ahui 2008 ond p 9
8）　National statistics oﬃ  ce of Mongolia (NSOM) (2010) : Mongol 
ulsiin huduu aj ahui 2010 ond p 11





12）　モンゴル国立農業大学（2009）：Nart sudalgaanii tuviin 10jild 
zoriulaw pp. 7-21
13）　モンゴルファーマー学院出版（2006）：Byambajaw. N Ersdeltei 
nuhtsuldtogtvortoi urgats pp. 118-136
204 ビャンバスレン・門間
An Evaluation of Characteristics and Possibilities to
Improve Wheat Farming Management in Mongolia
By
Dambii BYAMBASUREN* and Toshiyuki MONMA**
(Received May 17, 2012/Accepted September 11, 2012)
Summary：This research paper is based on the survey results of the wheat production system, tech-        
nology characteristics and profitability by farm size in order to clarify the wheat farming development 
process and status quo of wheat farm management under the market oriented economy in Mongolia.  
Linear programming method is used to evaluate both the possibility and efficiency of wheat cultivation 
technology improvements and crop rotation practice.  The results show that for small scale farms with 
less than 50 ha of arable land, the farm profit ranges around 17%, where medium scale farms with 50～
99 ha farm land achieve a profit of 26% of revenue from wheat production and farms with bigger acreage 
are taking more advantages from wheat production.  However, about 80% of current crop farms are con-        
sidered as small and medium scale in Mongolia.  The conducted linear programming model has shown 
two possible solutions to increase wheat production profitability for small scale farms.  First, adopting 
irrigation technology, facilities and improved weed control technology for both cultivated and fallow areas 
can potentially increase wheat production returns.  In addition, upgrading current wheat cultivation with 
crop rotation using potato and flooder corn allows more profit to be obtained from farm management.  
The simulation result of linear programming model has thus shown an optimal solution for rational labor 
allocation of small and medium scale crop farming management.
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